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マ
ス
ク
５
枚
と
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
製
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ー

ト
50
枚
の
セ
ッ
ト
で
税
・
配

送
料
込
み
１
９
８
０
円
。
限

定
２
千
セ
ッ
ト
を
準
備
し
、

今
後
も
自
社
工
場
の
稼
働
状

況
に
合
わ
せ
て
継
続
的
に
生

産
・
販
売
す
る
。

　
１
０
０
％
国
内
生
産
で
、

国
内
の
最
新
機
材
を
使
用
し

て
生
産
す
る
。
耐
久

性
と
伸
縮
性
に
優

れ
、
高
い
フ
ィ
ッ
ト

感
と
着
け
心
地
を
実

現
。
手
洗
い
に
よ
り

繰
り
返
し
使
用
で
き

る
。

ス
ト
エ
イ
ド
）
ウ
イ
ル
ス
・

ス
ウ
ィ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
」
を

発
売
す
る
。
ま
ず
は
衛
生
資

材
が
不
足
し
て
い
る
九
州
地

区
の
介
護
施
設
や
公
共
施
設

な
ど
に
提
供
す
る
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

従
っ
て
袋
を
押
す
と
、
殺
菌

や
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
に
効

果
を
示
す
次
亜
ソ
ー
が
別
の

室
に
封
入
さ
れ
た
圧
出
タ
オ

ル
に
浸
出
し
、
手
拭
き
や
手

す
り
、
備
品
な
ど
の
簡
易
的

な
拭
き
掃
除
に
使
え
る
。
次

亜
ソ
ー
を
安
定
し
た
状
態
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で

使
い
た
い
時
に
袋
を
押
し
て

薬
液
を
圧
縮
タ
オ
ル
側
に
ス

ラ
イ
ド
す
る
こ
と
で
、
い
つ

で
も
衛
生
的
に
効
果
を
発
揮

す
る
。
薬
液
は
２
０
０

に

希
釈
さ
れ
、
現
場
で
の
調
合

は
不
要
。
持
ち
運
び
し
や
す

い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
製
品
は
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
中
心
と
な
り

エ
ン
プ
ラ 世界需要 新規案件も足踏み

今年はマイナス成長

宇
部
興
産 

18
年
ぶ
り
低
水
準

360
㌦
安
の
950
㌦

４月ＣＰＬ

Ａ
Ｂ
Ｓ
、３
月
国
内
出
荷

８
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

三
井
化
学 

Ｍ
Ｂ
と
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ

マ
ス
ク
向
け
強
化

不織布生産

積
水
化
学 

事
業
化
へ
共
同
新
社

可
燃
ご
み 

エ
タ
ノ
ー
ル
に

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
支
援

　
ス
ー
パ
ー
エ
ン
プ
ラ
を
含

む
エ
ン
プ
ラ
の
20
年
世
界
需

要
は
、
ほ
ぼ
全
製
品
で
マ
イ

ナ
ス
成
長
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
の

商
流
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し

当
面
の
大
幅
な
需
要
減
は
必

至
。
米
中
貿
易
摩
擦
の
影
響

が
広
が
っ
た
昨
年
は
既
存
用

途
の
停
滞
を
車
両
分
野
の
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、

自
動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、
電
動
化
）
関
連
な
ど
新

規
案
件
が
下
支
え
し
た
。
こ

れ
に
加
え
今
年
は
５
Ｇ
（
第

５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）
関
連
需
要
も
期
待
さ
れ

た
が
、
最
終
製
品
の
消
費
ま

で
に
至
る
商
流
全
体
の
混
乱

が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。

　
拡
大
基
調
を
続
け
て
い
た

エ
ン
プ
ラ
の
需
要
は
米
中
貿

易
摩
擦
の
影
響
な
ど
に
よ
り

18
年
秋
ご
ろ
か
ら
停
滞
し
、

特
に
電
気
・
電
子
分
野
は
牽

引
役
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
の
生
産
台
数
減
少
も

ア
契
約
価
格
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
も

３
３
５
㌦
と
３
３
０
㌦
下
落

し
た
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
の
採
算
性

の
指
標
と
な
る
ス
プ
レ
ッ
ド

（
値
差
）
は
６
１
５
㌦
と
30

㌦
縮
小
し
、
極
め
て
低
い
水

準
と
な
っ
た
。

　
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
る
最
大
市
場
の
中
国
需
要

低
迷
。
在
庫
が
だ
ぶ
つ
い
た

こ
と
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
の
中
国
国

内
の
３
月
平
均
設
備
稼
働
率

は
６
割
半
ば
、
ナ
イ
ロ
ン
チ

ッ
プ
の
稼
働
率
は
５
割
半
ば

に
と
ど
ま
っ
た
。

  

中
国
石
油
化
工
（
シ
ノ
ペ

ッ
ク
）
の
中
国
国
内
Ｃ
Ｐ
Ｌ

契
約
価
格
も
３
月
が
前
月
比

１
９
０
０
元
安
の
９
２
０
０

元
（
１
０
５
３
㌦
見
合
）
で

決
着
し
、
４
月
仮
価
格
が
８

０
０
元
安
の
８
４
０
０
元

（
９
６
９
㌦
見
合
）
で
提
示

さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
ロ
ン
チ

ッ
プ
の
中
国
国
内
価
格
も
３

月
初
め
の
１
５
５
０
㌦
か
ら

月
末
に
１
３
５
０
㌦
ま
で
下

落
し
た
。

　
た
だ
、
足
元
は
主
要
産
油

国
の
協
調
減
産
決
定
で
原
油

価
格
の
先
高
観
が
強
ま
り
、

ベ
ン
ゼ
ン
の
ス
ポ
ッ
ト
価
格

が
反
発
し
て
い
る
た
め
、
５

月
の
Ｃ
Ｐ
Ｌ
の
契
約
価
格
も

上
昇
に
転
じ
る
公
算
が
大
き

い
。
ま
た
、
採
算
が
悪
化
し

た
中
国
本
土
や
台
湾
の
Ｃ
Ｐ

Ｌ
メ
ー
カ
ー
が
設
備
の
定
期

修
理
や
減
産
に
乗
り
出
し
た

こ
と
で
需
給
は
改
善
に
向
か

い
、
ス
プ
レ
ッ
ド
も
拡
大
す

る
見
通
し
だ
。
台
湾
で
は
唯

一
の
Ｃ
Ｐ
Ｌ
メ
ー
カ
ー
、
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｃ
が
３
月
か
ら
頭
份
工

場
の
年
産
20
万
㌧
設
備
の
定

修
に
入
っ
た
ほ
か
、
４
月
か

ら
小
港
工
場
の
20
万
㌧
設
備

を
休
止
し
た
。

欠
と
い
う
認
識
の
下
、
共
同

会
社
の
運
営
を
通
じ
パ
ー
ト

ナ
ー
づ
く
り
を
経
て
事
業
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
社
会

課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
究

極
の
資
源
循
環
社
会
シ
ス
テ

ム
の
創
生
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

　
日
本
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
工
業
会

が
ま
と
め
た
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
の

３
月
国
内
出
荷
は
前
年
同
月

比
２
％
減
の
１
万
９
１
４
８

㌧
と
８
カ
月
連
続
で
前
年
実

績
を
下
回
っ
た
。
用
途
別
は

車
両
用
が
２
％
減
の
８
２
３

１
㌧
、
電
気
器
具
用
が
19
％

減
の
１
９
８
２
㌧
、
一
般
機

器
用
が
７
％
減
の
１
８
３
７

㌧
、
建
材
住
宅
部
品
用
が
５

％
減
の
１
８
２
０
㌧
と
軒
並

み
不
振
だ
っ
た
。
雑
貨
用
は

４
％
増
の
４
５
８
３
㌧
、
そ

の
他
は
56
％
増
の
６
９
６
㌧

と
プ
ラ
ス
を
確
保
し
た
。

　
輸
出
は
18
％
減
の
７
７
３

９
㌧
と
18
カ
月
連
続
減
。
出

荷
合
計
は
８
％
減
の
２
万
６

８
８
８
㌧
と
11
カ
月
連
続
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

^

　
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た

エ
チ
レ
ン
用
輸
入
ナ
フ
サ

８
％
安
の
４
万
158
円

エ
チ
レ
ン
用
輸
入
ナ
フ
サ
の

３
月
通
関
実
績
に
よ
る
と
、

輸
入
単
価
は
前
月
比
８
・
１

％
（
３
５
２
１
円
）
安
の
１

㌔
㍑
４
万
１
５
８
円
と
な
っ

た
。
ド
ル
建
て
は
44
㌦
30
㌣

安
の
１
㌧
５
３
７
㌦
40
㌣
。

輸
入
数
量
は
８
％
増
の
１
８

６
万
６
１
０
８
㌔
㍑
（
１
２

９
万
１
１
２
８
㌧
）、
輸
入

金
額
は
微
増
の
６
億
９
３
８

８
万
２
５
７
７
㌦
だ
っ
た
。

為
替
は
１
円
50
銭
円
安
の
１

㌦
１
０
８
円
。

16
年
に
設
立
さ
れ
た
災
害
支

援
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
共
創
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
「
モ
ア
・
イ
ン

パ
ク
ト
」
か
ら
生
ま
れ
た
コ

ン
セ
プ
ト
商
品
。
ツ
ー
・
イ

ン
・
ワ
ン
の
２
室
分
離
袋
は

三
井
・
ダ
ウ
ポ
リ
ケ
ミ
カ
ル

の
ロ
ッ
ク
＆
ピ
ー
ル
樹
脂
を

採
用
し
て
い
る
。

^

　
東
洋
紡
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
抽
出
と
検
出
・
測

定
に
か
か
る
時
間
を
最
短 

60
分
以
内
に
短
縮
で
き
る
検

出
キ
ッ
ト
を
開
発
し
、
感
染

症
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど

の
研
究
機
関
向
け
に
発
売
し

た
。
治
療
薬
な
ど
の
早
期
開

発
に
貢
献
す
る
。
税
別
価
格

は
１
０
０
回
分
で
９
万
円
。

東

洋

紡

コ
ロ
ナ
検
出
キ
ッ
ト

所
要
60
分
内
に
短
縮

  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
従
来
の

検
出
キ
ッ
ト
は
、
ウ
イ
ル
ス

か
ら
遺
伝
子
を
抽
出
す
る
工

程
（
約
30
分
～
２
時
間
）
と

遺
伝
子
を
増
幅
・
検
出
す
る

工
程
（
約
２
時
間
）
で
合
計

２
時
間
半
以
上
か
か
る
の
が

一
般
的
。
東
洋
紡
の
検
出
キ

ッ
ト
は
、
遺
伝
子
抽
出
工
程

を
最
短
２
分
、
増
幅
工
程
を

最
短
56
分
に
短
縮
し
、
治
療

薬
な
ど
の
開
発
で
大
量
の
サ

ン
プ
ル
を
扱
う
研
究
機
関
の

手
間
を
軽
減
さ
せ
る
。

^

　
デ
ン
カ
は
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル

ス
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の
国
内

製
造
販
売
承
認
を
申
請
し

た
。
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た

日
本
の
薬
事
承
認
を
得
る
こ

デ

ン

カ

エ
ボ
ラ
診
断
キ
ッ
ト

ア
フ
リ
カ
向
け
展
開

と
で
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
医

療
シ
ス
テ
ム
へ
の
正
式
採
用

に
つ
な
げ
る
。
承
認
後
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
緊
急
承
認
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
承
認
取
得
を
目
指
す
。 

  

同
診
断
キ
ッ
ト
は
北
海
道

大
学
の

田
礼
人
教
授
（
人

獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
）
と
共
同
で
開
発
し

た
。
診
断
結
果
を
約
10
分
で

判
定
で
き
、
特
別
な
器
具
や

装
置
が
不
要
。
医
療
施
設
が

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
地
域

で
も
使
用
で
き
る
。

　
デ
ン
カ
は
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
に
17
年
か
ら
複
数
回
に

わ
た
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
同

診
断
キ
ッ
ト
の
試
作
品
を
無

償
提
供
し
て
き
た
。
同
国
の

医
学
生
物
研
究
所
で
診
断
キ

ッ
ト
を
使
用
し
た
臨
床
試
験

を
実
施
し
、
優
れ
た
有
用
性

が
確
認
さ
れ
た
。

^

　
三
井
化
学
フ
ァ
イ
ン
は
次

亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
と
圧
縮
タ

オ
ル
を
ツ
ー
・
イ
ン
・
ワ
ン

（
２
室
分
離
袋
）
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
し
た
衛
生
タ
オ
ル

「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
（
フ
ァ

三
井
化
学
フ
ァ
イ
ン

次
亜
ソ
ー
一
体

衛
生
タ
オ
ル

^

　
東
レ
は
マ
ス
ク
用
不
織
布

の
国
内
供
給
を
拡
大
す
る
。

海
外
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
長

繊
維
不
織
布
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）

生
産
拠
点
か
ら
国
内
へ
の
供

給
量
を
５
月
に
倍
増
さ
せ

る
。
滋
賀
事
業
場
で
は
ス
パ

ン
ボ
ン
ド
の
試
験
設
備
を
量

産
対
応
化
し
、
マ
ス
ク
用
の

供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

  

東
レ
は
Ｐ
Ｐ
ス
パ
ン
ボ
ン

ド
の
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
。
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
中
国
２
カ
所
、
イ
ン
ド
に

生
産
拠
点
を
有
す
る
。
主
力

は
紙
お
む
つ
用
だ
が
、
品
種

の
切
り
替
え
で
マ
ス
ク
用
を

増
産
し
、
国
内
の
大
手
マ
ス

東
レ
、
国
内
向
け

Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
供
給
拡
大

^

　
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、

医
療
用
ガ
ウ
ン
を
医
療
現
場

向
け
に
供
給
す
る
。
４
～
６

月
に
約
９
０
０
万
着
を
供
給

す
る
予
定
で
、
７
月
以
降
は

さ
ら
に
１
千
万
着
の
供
給
を

目
指
す
。
関
係
省
庁
と
連
携

し
、
素
材
か
ら
製
品
ま
で
グ

ロ
ー
バ
ル
に
調
達
で
き
る
体

制
を
最
大
限
に
活
用
し
て
手

術
用
ガ
ウ
ン
な
ど
医
療
従
事

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
用

ガ
ウ
ン
の
生
産
・
供
給
に
向

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
用
ガ
ウ
ン
供
給

け
、
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
を

挙
げ
て
取
り
組
む
。
国
内
の

協
力
工
場
に
も
こ
の
輪
を
広

げ
、
国
内
縫
製
の
需
要
喚
起

も
期
待
す
る
。

^

　
Ｐ
＆
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
は
滋
賀

工
場
で
６
月
上
旬
か
ら
マ
ス

ク
の
生
産
を
開
始
す
る
。
ス

キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ
Ｋ

―
Ⅱ
」
の
生
産
拠
点
の
一
部

を
改
造
し
、
従
業
員
を
動
員

し
て
製
造
に
臨
む
。
生
産
す

Ｐ
＆
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン

社
員
用
マ
ス
ク
生
産

外
部
に
無
償
提
供
も

る
マ
ス
ク
は
同
社
製
品
群
の

生
産
・
供
給
を
堅
持
す
る
こ

と
を
主
目
的
に
、
社
員
の
健

康
と
安
全
を
守
る
た
め
に
使

用
す
る
。
ま
た
、
行
政
な
ど

と
協
議
の
う
え
、
国
内
で
マ

ス
ク
を
必
要
と
す
る
組
織
に

も
無
償
で
提
供
す
る
構
え
。

現
時
点
で
は
一
般
販
売
は
予

定
し
て
い
な
い
。

^

　
住
友
化
学
は
医
療
現
場
で

Ｎ
95
マ
ス
ク
な
ど
が
不
足
し

て
い
る
事
態
を
受
け
、
緊
急

用
に
備
蓄
し
て
い
た
２
万
枚

を
日
本
経
済
団
体
連
合
会
を

通
じ
て
寄
付
す
る
。
今
後
も

住
友
化
学

医
療
用
マ
ス
ク
寄
付

感
染
拡
大
の
早
期
終
息
に
向

け
、
行
政
や
業
界
団
体
と
連

携
し
最
大
限
の
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

ガ
ウ
ン
用
フ
ィ
ル
ム
も

　
住
友
化
学
は
医
療
従
事
者

向
け
ガ
ウ
ン
が
不
足
し
て
い

る
事
態
に
対
応
し
、
他
用
途

へ
供
給
す
る
グ
ル
ー
プ
の
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
か
ら

同
用
途
に
適
し
た
フ
ィ
ル
ム

を
緊
急
・
優
先
的
に
提
供
す

る
。
農
業
用
の
ハ
ウ
ス
フ
ィ

ル
ム
や
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を

展
開
す
る
サ
ン
テ
ー
ラ
を
は

じ
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
が
加

工
し
て
日
本
政
府
の
指
定
を

受
け
た
ガ
ウ
ン
縫
製
企
業
に

供
給
す
る
。

^

　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
国
内
グ

ル
ー
プ
会
社
の
従
業
員
向
け

に
ウ
レ
タ
ン
を
活
用
し
た
簡

易
マ
ス
ク
の
生
産
を
開
始
し

た
。
同
社
は
過
去
に
業
務
用

マ
ス
ク
の
製
造
を
手
が
け
て

お
り
、
当
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
と
に
ウ
レ
タ
ン
製
品
の
生

産
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
生
産

体
制
を
構
築
。
週
10
万
枚
の

生
産
を
計
画
し
て
い
る
。
自

給
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
市

場
調
達
量
を
減
ら
し
、
国
内

マ
ス
ク
不
足
の
緩
和
に
寄
与

す
る
。

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

従
業
員
に
簡
易
マ
ス
ク

　
カ
ネ
カ
と
子
会
社
の
玉

井
化
成
（
小
樽
市
）
は
、

医
薬
品
な
ど
の
定
温
輸
送

パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ

ａ
ｃ
ｋ
」
の
新
製
品
と
し

て
定
温
保
持
時
間
を
従
来

品
の
約
２
倍
に
延
ば
し
た

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
　
Ｐ

ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
」
を
開
発

し
た
。
玉
井
化
成
が
今
月

発
売
す
る
。
医
薬
品
輸
送

時
の
温
度
管
理
の
厳
格
化

に
伴
う
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

に
対
応
す
る
。

　
新
製
品
は
シ
リ
カ
粉
体

系
真
空
断
熱
材
を
用
い
た

断
熱
容
器
と
、
両
社
が
共

同
開
発
し
た
潜
熱
蓄
熱
材

「
パ
ッ
サ
ー
モ
」
を
組
み

合
わ
せ
た
定
温
輸
送
パ
ッ

ケ
ー
ジ
。
荷
室
内
温
度
は

「
マ
イ
ナ
ス
60
度
Ｃ
以

下
」「
マ
イ
ナ
ス
40
度
Ｃ

以
下
」「
１
～
５
度
Ｃ
」

「
２
～
８
度
Ｃ
」「
15
～

25
度
Ｃ
」
の
５
種
類
。
う

ち
２
～
８
度
Ｃ
の
製
品
は

夏
場
の
輸
送
環
境
下
で
の

定
温
保
持
時
間
が
80
時
間

強
（
従
来
品
は
約
48
時

間
）
に
及
ぶ
。

  

外
寸
は
４
６
５
×
４
６

５
×
高
さ
４
３
０
㍉
㍍
、

荷
室
容
積
は
19
～
22
㍑
、

重
量
は
15
～
22
㌔
㌘
。

  

18
年
に
国
内
で
医
薬
品

の
適
正
な
流
通
基
準
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
制
定
さ
れ
、
医
薬
品
輸

送
時
の
温
度
管
理
が
厳
格

化
さ
れ
た
。
し
か
し
従
来

の
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
系

断
熱
容
器
を
用
い
た
製
品

は
夏
場
の
冷
蔵
温
度
帯
の

保
持
時
間
に
限
度
が
あ
り

長
時
間
輸
送
に
対
応
で
き

な
い
課
題
が
あ
っ
た
。

　
宇
部
興
産
は
ナ
イ
ロ
ン
原

料
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
（
Ｃ

Ｐ
Ｌ
）
の
ア
ジ
ア
大
口
需
要

家
向
け
４
月
契
約
価
格
（
１

㌧
当
た
り
）
を
前
月
比
３
６

０
㌦
安
の
９
５
０
㌦
で
決
着

し
た
。
値
下
が
り
は
２
カ
月

連
続
。
１
千
㌦
割
れ
は
02
年

以
来
約
18
年
ぶ
り
の
低
水
準

だ
。
原
料
ベ
ン
ゼ
ン
価
格
の

急
落
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
需
要
減
が
響
い
た
。

　
４
月
の
ベ
ン
ゼ
ン
の
ア
ジ

　
三
井
化
学
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

マ
ス
ク
需
給
の
ひ
っ
迫
に
対

応
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
用
不

織
布
の
供
給
体
制
を
強
化
す

る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。

メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
ン
（
Ｍ
Ｂ
）

不
織
布
の
４
号
機
の
設
置
に

加
え
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
ス

パ
ン
ボ
ン
ド
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）

不
織
布
は
紙
お
む
つ
用
生
産

ラ
イ
ン
の
転
用
を
計
画
し
て

い
る
。
橋
本
修
社
長
に
よ
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
仮

需
が
発
生
し
て
お
り
、
マ
ス

ク
用
不
織
布
も
そ
の
一
つ
。

　
Ｍ
Ｂ
不
織
布
は
自
動
車
資

材
や
農
業
資
材
、
フ
ィ
ル
タ

ー
向
け
も
需
要
が
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。
今
後
も
成
長

が
続
く
と
み
て
子
会
社
の
サ

ン
レ
ッ
ク
ス
工
業
（
四
日
市

市
）
内
に
３
号
機
を
設
置
。

１
月
に
稼
働
し
た
ば
か
り
だ

が
、
３
系
列
と
も
フ
ル
稼
働

に
移
行
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
不
織
布
の
主
力

用
途
は
紙
お
む
つ
。
同
社
は

ア
ジ
ア
大
手
メ
ー
カ
ー
で
、

日
本
、
中
国
、
タ
イ
の
３
カ

国
に
計
４
カ
所
の
生
産
拠
点

を
有
し
、
総
生
産
能
力
は
年

10
万
３
千
㌧
。

　
紙
お
む
つ
用
は
、
中
国
の

電
子
商
取
引
制
度
の
改
正
に

伴
う
日
本
の
紙
お
む
つ
輸
出

低
迷
の
影
響
が
続
く
。
た
だ

「
紙
お
む
つ
も
品
薄
感
が
高

ま
り
、
稼
働
が
一
気
に
上
が

っ
て
い
る
」
（
橋
本
社
長
）
。

情
報
は
錯
綜
し
て
い
る
が
、

押
し
上
げ
要
因
の
一
つ
が
中

国
の
紙
お
む
つ
工
場
が
紙
お

む
つ
の
生
産
ラ
イ
ン
を
使
っ

て
マ
ス
ク
や
医
療
用
ガ
ウ
ン

を
生
産
し
始
め
た
こ
と
。
そ

れ
に
伴
い
発
生
し
た
紙
お
む

つ
生
産
の
目
減
り
分
を
日
本

か
ら
の
輸
入
に
よ
っ
て
カ
バ

ー
す
る
動
き
が
広
が
り
、
Ｐ

Ｐ
Ｓ
Ｂ
不
織
布
の
需
要
が
国

内
で
に
わ
か
に
高
ま
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　
花
王
は
国
内
で
25
年
ま
で

に
、
世
界
全
体
で
30
年
ま
で

に
購
入
電
力
の
１
０
０
％
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目

指
し
て
お
り
、
19
年
末
時
点

で
国
内
の
再
エ
ネ
比
率
が
50

％
（
18
年
末
時
点
32
％
）
、

世
界
全
体
で
31
％
（
19
％
）

に
拡
大
し
た
。

　
同
社
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
世
界
全
拠
点
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
30

年
ま
で
に
22
％
削
減
（
17
年

比
）
す
る
目
標
を
掲
げ
、
自

家
消
費
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
、
購
入
電
力
の
再
エ

ネ
化
を
進
め
て
い
る
。
既
に

国
内
４
工
場
（
愛
媛
、
川

崎
、
豊
橋
、
富
士
）
と
欧
州

の
全
９
工
場
（
英
国
１
、
ス

ペ
イ
ン
６
、
ド
イ
ツ
２
工

場
）
、
米
国
１
工
場
（
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
）
の
計
14
工
場
で

購
入
電
力
の
再
エ
ネ
比
率
１

０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　
積
水
化
学
工
業
と
官
民
フ

ァ
ン
ド
の
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｊ
は
、
微

生
物
触
媒
を
活
用
し
可
燃
ご

み
を
エ
タ
ノ
ー
ル
に
変
換
す

る
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー
ル
技
術
の

事
業
化
に
向
け
、
共
同
会
社

「
積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ

リ
ー
」
を
設
立
し
た
。
岩
手

県
久
慈
市
に
実
証
プ
ラ
ン
ト

を
新
設
、
21
年
度
末
に
稼
働

し
実
証
事
業
を
行
う
。
並
行

し
て
自
治
体
や
ご
み
処
理
関

連
企
業
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ

ー
、
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
利

用
す
る
企
業
を
対
象
に
パ
ー

ト
ナ
ー
を
募
り
25
年
度
を
目

標
に
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー
ル
技
術

の
本
格
事
業
化
を
目
指
す
。

　
実
証
プ
ラ
ン
ト
は
日
量
20

㌧
程
度
の
可
燃
ご
み
を
原
料

に
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す

る
。
可
燃
ご
み
の
数
量
は
、

標
準
規
模
の
ご
み
処
理
施
設

が
処
理
す
る
10
分
の
１
程
度

と
い
う
。
得
ら
れ
た
エ
タ
ノ

ー
ル
は
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー
ル
技

術
に
関
心
を
寄
せ
る
企
業
に

供
給
し
、
製
品
化
・
事
業
化

の
検
証
を
し
て
も
ら
う
。

　
日
本
で
排
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
は
年
間
約
６
千
万
㌧
で

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
約
２

０
０
兆
㌔
㌍
に
相
当
す
る
。

こ
れ
は
日
本
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
化

石
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

（
約
１
５
０
兆
㌔
㌍
）
を
上

回
る
。
た
だ
可
燃
ご
み
の
再

利
用
は
一
部
に
と
ど
ま
り
、

多
く
は
焼
却
・
埋
め
立
て
処

分
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。

　
こ
う
し
た
な
か
17
年
、
積

水
化
学
は
米
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

ラ
ン
ザ
テ
ッ
ク
社
と
共
同
で

ご
み
処
理
施
設
に
収
集
さ
れ

た
可
燃
ご
み
を
一
切
分
別
す

る
こ
と
な
く
ガ
ス
化
し
、
こ

の
ガ
ス
を
微
生
物
に
よ
り
熱

・
圧
力
を
用
い
ず
エ
タ
ノ
ー

ル
に
変
換
す
る
生
産
技
術
を

確
立
。
大
量
に
存
在
し
な
が

ら
工
業
利
用
が
困
難
だ
っ
た

可
燃
ご
み
を
化
石
資
源
に
か

わ
る
資
源
と
し
て
使
い
こ
な

せ
る
革
新
的
な
技
術
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー
ル
技
術
の

事
業
化
に
は
廃
棄
物
関
連
の

行
政
を
所
管
す
る
自
治
体
や

民
間
企
業
と
の
連
携
が
不
可

あ
っ
て
低
迷
し
た
。
こ
れ
を

下
支
え
し
て
き
た
の
が
車
両

分
野
。
エ
ン
プ
ラ
需
要
で
同

分
野
の
比
率
は
年
々
上
昇
し

て
お
り
、
日
系
メ
ー
カ
ー
で

は
主
要
エ
ン
プ
ラ
の
多
く
が

５
割
前
後
に
達
し
、
同
分
野

の
比
率
が
低
い
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
や
液
晶
ポ

リ
マ
ー
（
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）
な
ど
も

上
昇
傾
向
だ
。
軽
量
化
や
電

装
・
電
動
化
の
進
展
が
高
機

能
樹
脂
エ
ン
プ
ラ
の
需
要
を

押
し
上
げ
て
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
自
動
車
産
業
の
変
革

は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
も
の

が
大
半
で
、
需
要
減
に
つ
な

が
る
変
革
も
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
の
新
規
需
要
を
エ
ン
プ

ラ
は
創
出
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
５
Ｇ
関
連
も
本
格
化
す

れ
ば
Ｌ
Ｃ
Ｐ
な
ど
で
需
要
増

が
見
込
ま
れ
る
。
た
だ
足
元

の
混
乱
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
や
５

Ｇ
関
連
な
ど
の
実
用
化
は
遅

れ
が
避
け
ら
れ
ず
、
商
流
全

体
で
関
連
す
る
経
営
資
源
投

入
も
世
界
的
に
遅
れ
そ
う
。

エ
ン
プ
ラ
の
需
要
増
に
も
結

び
つ
か
な
い
。

　
混
乱
が
終
息
す
れ
ば
各
国

政
府
が
積
極
的
な
景
気
刺
激

策
を
打
ち
出
す
と
み
ら
れ
る

が
、
現
状
は
先
行
き
不
透

明
。
近
年
に
な
い
大
き
な
混

乱
を
迎
え
て
お
り
、
終
息
後

に
は
世
界
の
経
済
活
動
が
心

理
的
な
要
因
な
ど
も
あ
っ
て

大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
垂
直
的
な
回
復
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
需
要

構
造
の
変
化
な
ど
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

定
温
保
持
２
倍
に
延
長 

カ
ネ
カ
と

玉
井
化
成

新製品「ＴＡＣＰａ
ｃｋ　Ｐｒｅｍｉｕ
ｍ」

医薬品向け輸送容器

花
王
、
世
界
で
31
％
に
拡
大

再
エ
ネ
電
力
５
割
に

国　内

「
ポ
リ
マ
ー
ボ
デ
ィ
ー
の
洗

え
る
マ
ス
ク
α
」

^

　
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

製
マ
ス
ク
「
ポ
リ
マ
ー
ボ
デ

ィ
ー
の
洗
え
る
マ
ス
ク
α
」

を
関
連
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
リ

ビ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
で
発
売
し
た
。

イ
ノ
ア
ッ
ク

洗
え
る
Ｐ
Ｕ
マ
ス
ク

ク
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
供
給

量
を
５
月
に
月
約
６
千
万
枚

分
へ
倍
増
さ
せ
る
。
滋
賀
で

で
は
５
月
以
降
、
約
２
千
万

枚
分
を
供
給
す
る
。

　
医
療
関
係
従
事
者
向
け
防

護
服
に
つ
い
て
も
国
内
外
を

含
め
た
生
産
・
供
給
体
制
を

早
期
に
確
立
し
、
国
内
へ
の

供
給
を
検
討
し
て
い
る
。


